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中国の演劇に関するもっとも古い記述は宋代にさか
のぼる。しかし実際に作品が残存しているのは、元代
からである。中国の演劇は、形式から南曲 ・北曲に分
かれている。現在最も古いテキストは、北曲の元刊本
古今雑劇である。これに対して、南曲の劇本は明代中
期まで下ってしまう。出版された版本として残ってい
るものとして、元代の版本は無い。
演劇の歴史の研究として私は現在、明代初期の抄本
「劉希必金銀記」研究している。抄本「劉希必金叙記」
は、明代初期の抄本で、現存するものとしては南曲の
中でもっとも古いものである。この抄本についてもう
少し深い研究を行えば、南戯の歴史をさらに解明する
ことができるものと思われる。
研究の初年度として、中国の現地調査を 4か所で
行った。これらは、元明時代の戯曲 ・小説の出版や、
抄本「劉希必金叙記」と深く関係している場所である。
研究対象の本を見ただけでは分からない、現地の地勢
や方言などを実際に見聞して、研究に役立てようとい
う目的である。
2009年6月13日から、19日まで広東省の潮州市と、
江西省の吉安市に行って調査してきた。広東省のi刷、1'
は、抄本「劉希必金銀記Jが発掘された地点で、従来
報告書は存在したがよくわからなかったので、 実際に
現地に行ってみた。その際、中山大学の康保成教授に
紹介してもらい、韓山師範学院の呉格青教授の案内で、
発掘地点を確認した。しかし、そこがどのような場所
であったかということが分かつて、非常に収穫となっ
た。また現地の博物館に連絡して、発掘された抄本「劉
希必金叙記」の現物を見せてもらうよう交渉したが、
これは成功しなかった。以下が、調査した発掘地点の
写真である。発掘地点は、今は河床となっていた。
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その後、江西省の吉安市に向かった。ここは、抄本
「劉希必金銀記」が発掘されたときに、同時に「吉安路」
と書かれた銅鏡が出土しているからである。井岡山大
学の郎斌教授の紹介で、文学院の先生たちと意見交換
をすることができた。ここでも、様々な意見を聞き、
非常に参考になった。実際に一番大きな成果は、広東
省潮州市と江西省吉安市の位置関係を自分で移動して
見て、理解することができたことであった。以下は、
井岡山大学の先生たちとの意見交換の時の写真であ
る。
また同じ2009年10月30日から 1月7日にかけて、
福建省建陽市と江西省 にー陽県を調査した。福建省建陽
は、元 ・明時代の戯曲小説の出版の中心地であるが、
なかなか交通が不便な所である。建陽では出版した書
籍をどのようにして出荷するのか、大消費地である江
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南地方まで運ぶのか、いろいろな問題が関連していた。
今回、建陽市の博物館館長の羅冠群先生にあらかじめ
連絡して、案内してもらった。当時の出版地の麻沙鎮・
書坊鎮を回り、 また建陽市から西側の部武市にぬける
道なとεを通った。その際、宋代の思想家朱子の学院跡
とか、墓が沿道にあることも確認できた。そして、書
籍を出荷するルートをある程度たどることができて、
理解を深めることができた。以下が、書籍の出版地で
あった麻沙鎮の遠景である。
その後、江西省 にー陽県に向かった。明代の初期に昆
曲と並んで南戯を代表する吃陽腔が起こった地点であ
る。江西省戯曲研究所の高葉研究員に紹介してもらっ
て、現地-t陽県の文化局と連絡を取ることができた。
黄英龍局長 ・呉波副局長にあった。ー に陽県では思わぬ
収穫で現地の古い舞台・戯台のうち、童家台・湾里郷
西李村李氏宗嗣戯台・芳敬戯台の3か所を見せても
らった。一番古い湾里郷西李村李氏宗嗣戯台は、明の
宣徳年間にできたものということであった。また現地
の にー陽県の劇団の練習風景を見せてもらい、 ℃ー陽腔の
特徴的な歌い方を実際に聞いてみることができた。以
下は、その時参観させてもらった戯台の写真である。
にー陽県の調査は、特に意義深いものであったので、
報告書を 『人文論集j56号に掲載した。
以上の調査報告のほかに、江西省の韻方言の研究を
行った。また合わせて、 呉語(上海方言)・卑語 (広
東方言)などの特徴も研究した。これらは、これから
の研究に重要な貢献をすることができると思われる。
加藤徹 (法学部)担当分実施報告書
本研究において、筆者は中国演劇・音楽の域外への
伝播についての調査研究を担当している。2∞9年度
は、文献資料の収集と研究者との意見交換を中心に、
以下の (a)(b) (c)の三分野について調査研究を行っ
た。
(a)江戸時代に福建~琉球王国ルートで伝来した琉球
王朝の 「御座楽JI路次楽」についての調査研究に
ついては、御座楽研究会代表の比嘉悦子氏 (浦添市
てだこホール館長)と連絡をとり、比嘉氏の上京に
あわせて琉球伝統音楽研究についての情報・意見交
換を行った。筆者の倶肋、らは、琉球王朝の宮廷音楽
とも関連の深い明清楽の復元CDを資料として比嘉
氏に贈った。
(b)江戸時代に寧波~長崎ルートで伝来した明清楽
についての調査研究については、日本で刊行された
明清楽の工尺譜など文献資料の収集を行い、 『清楽
の莱j、写本 『月の友』、明治の雑紙 『風俗画報j所
載の清楽関係記事を含む豊富な資料を得たうえで、
明清楽の楽曲と中国本土に残存する楽曲の比較対照
を行った。また 『江戸文人と明清楽jの著者・中
尾友香梨氏(佐賀大学)や、長崎明清楽保存会の山
田慶子氏と連絡をとり、明清楽の伝承の状況などに
ついての情報・意見交換を行った。
(c)明治・大正期に伝来した中園芸能・ 音楽 (いわゆ
る 「支那楽」、梅蘭芳の来日公演など)については、
文献資料の収集と調査を行った。特に日中友好会館
が9月28日-10月26日に 「京劇の花~梅蘭芳展J
「同 ・シンポジウム」を開催するにあたっては、北
京の梅蘭芳記念館や日中友好会館と協力し、京農IJの
日本への影響に関する資料収集や論考の発表 (下記
参照)を行った。
今年度はたまたま、中国や日本のインフォーマント
が東京に来た折に聞き取り調査を行う機会に恵まれた
ため、現地調査 ・出張の回数は当初予定していたより
も少な くて済み、そのぶんを文献資料収集その他に回
せたことは幸いで、あった。
上記の研究調査の成果の一部を、以下の形で発表し
た。
(1) [論文]I中国伝来音楽と社会階層 一清楽曲 「九
連環」を例にして」。東アジア地域間交流研究会編『か
ら船往来 一日本を育てた ひと ・ふね ・まち・こ
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ころ』、中図書底、 pp219・242.2∞9年6月2日刊
(ISBN : 9784903316123) 
(2) [口頭発表)2∞9年5月8日(金)明治大学アカ
デミーホール「東アジア・海のシルクロードと“福
建つ特別展開催記念講座(司会・コーデイネータ:
集賀揮保規教授)において、「近世福建系音楽の日
本伝来と演歌の誕生」というタイトルで研究成果の
一部を発表した。
(3) [口頭発表)2010年9月m目、日中友師会館文
化事業部主催の学術シンポジウム「京劇の花~梅蘭
芳京劇と日中文化交流」において、京劇の名優・
梅蘭芳の来日公漬とその影響について研究成果の一
部を発表した。
(4) [口頭発表)2∞9年1月12日、東京大学赤門総
合研究棟8階「多分野交流演習室」において、「王
権の視点から見た明楽Jというタイトルで研究成果
の一部を発表。他大学の研究者と意見交換を行った。
(5) [口頭発表)2010年3月13日(土)および3月
14日(日)に麻布区民センターで開催された岩淵
達治・学習院大学名誉教授との対談「プレヒトと東
洋演劇」において、中国演劇の域外への伝播につい
ての研究成果の一部を発表した。
上記のほか、論文ではないが、研究成果の社会還元
の一環として、民主音楽協会 (MIN-ON)r新作水
前伝宋江と梁山泊の英傑たち ~水柿之寄-J中国
国家京劇院・公演パンフレット.pp.ll・18(2∞9年
10月7日)に 「京劇『水前伝』の魅力」というタイ
トルで、中国演劇文化の域外への伝播について一般向
けの解説を執筆した。また月刊『中国語ジャーナルj(株
式会社アルク)2∞9年4月号から2010年3月号まで、
一年間にわたって中国音楽関係の記事を執筆し、明構
楽の日本への伝播について、具体的な楽曲を例にあげ
つつ解説した。
2∞9年の研究調査を総括すると、今後の研究調査
に有用な資料を収集できたこと、国内外の研究者との
情報・意見交換のネットワークを確立できたことが、
大きな収穫であった。
2010年度はこの成果をふまえ、より深く踏み込ん
だ研究調査を行うこととしたい。
